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自動走行台車

➡ フルクローズド制御

高速運転時や停止時の
スリップの影響をなくしたい。

課題
1

➡ マスタ／スレーブ運転

複雑な制御が必要な機械を
シンプルに制御したい。

課題
2

➡ ファンクションブロック（FB）

簡単なプログラム作成で
速やかな立ち上げをしたい。

課題
3

《機器構成》
シーケンサCPU･･･ R04CPU
基本ベース ･･････ R35B
電源ユニット ･････ R63P

シンプルモーションユニット ･･･ RD77MS4
エンジニアリング環境･･･････MELSOFT GX Works3

サーボアンプ･･･MR-J4-B-KJ
サーボモータ ･･･HG-SR， HG-KR

原点復帰

ワーク取出し位置に移動

ワークを取出し

ワーク置き位置に移動

ワークを置く

次のワーク取出し位置に移動

全軸

動作フロー

4 走行軸4（スレーブ）
3 走行軸3（スレーブ）

1 走行軸1（マスタ）
2 走行軸2（スレーブ）

モデルシステム

現場の課題

1

3 2

4

《アプリケーション》

●AGV台車
●ガントリーローダ
●搬送台車
●FPD台車

RD77MS4



機械端エンコーダ
（リニアスケール、
 バーコードスケールなど）

サーボモータ端
エンコーダ

モータエンコーダと機械端エンコーダの組み合わせによる
高応答かつ、高精度な位置決め！

運転中はサーボモータ端、停止時
は機械端に切り換えて位置制御す
るため、ゲインを高く設定することが
できます。
整定時間の短縮化とともに駆動部
のスリップの影響をなくすことがで
き、高精度な位置決め制御が可能
です。

フルクローズド制御
解決
1

MR-J4-Bは、ドライバ間通信により
マスタ軸からスレーブ軸に同じトル
クデータを送信可能なため、シンプ
ルモーションの同期制御を使用せ
ずに多軸同時運転ができます。
シンプルにシステムを構築でき、立
ち上げ時間の短縮が可能です。

1軸分の位置指令で多軸同時運転！マスタ／スレーブ運転

速度制御
位置制御

マスタ軸

トルク制御
スレーブ軸

トルク制御
スレーブ軸

トルク制御
スレーブ軸

シンプルな
機構で四輪均等に
トルク配分

シンプルモーション側
での同期制御は

不要

MR-J4-B

マスタ軸 スレーブ軸 スレーブ軸 スレーブ軸

トルク指令位置指令

解決
2

MELSOFT GX Works3のユニット
FBにより、シーケンサCPUから位置
決め制御やアドバンスト同期制御
などのモーション制御を実行し、簡
単にプログラミングできます。
機械の立ち上げを速やかに実現で
きます。

ファンクションブロック
（FB) GX Works3 のファンクションブロックで位置決め制御！

X58

RD77_1

K1

K1 D7000

M7010

M7011

M7012

始動指令
B: i_bEN

M_RD77_StartPositioning(M+RD77_St··
Positioning start FB

DUT: i_stModule

UW:i_uAxis

UW:i_uStartNo

o_bENO :B

o_bOK :B

o_bErr :B

o_uErrId :UW

実行指令

ユニット
ラベル

位置決
め始動
番号

実行状態

正常完了

異常終了対象軸

エラー
コード

［FBからの始動］

解決
3

軸1のサーボパラメータにフルクロー
ズド制御の電子ギアを設定します。

フルクローズド制御
の設定

手順
1

マスタ軸、スレーブ軸に対応した
サーボパラメータを設定します。

マスタ／スレーブ運転
の設定

手順
2

当社が提供するユニットFBや登録
FBから、必要なFBをエディタ画面
にドラッグ＆ドロップするだけで、簡
単にプログラムが作成できます。

ファンクションブロック
によるプログラミング

手順
3

スレーブ軸マスタ軸

現場の課題を解決！ 立上げ手順

機械端エンコーダの
電子ギアを設定

［MELSOFT GX Works3 フルクローズド制御設定画面］

［MELSOFT GX Works3 マスタ／スレーブ運転設定画面］

ドラッグ＆ドロップ

［MELSOFT GX Works3 プログラム作成画面］
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サーボシステムの特長

ワンタッチチューニング機能をオ
ンするだけで、機械共振抑制フィ
ルタ、アドバンスト制振制御Ⅱ、ロ
バストフィルタを含めたサーボゲイ
ン調整が完了。リアルタイムオー
トチューニングでは必要だった応
答性の設定も、自動で実施します。

各種調整もワンタッチでスピーディに完了！アドバンストワンタッチ
チューニング

DC電源※1入力仕様のサーボ
アンプMR-J4-B-KJに、バッテリ
駆動などで直接DC電源を供給
することにより、給電ケーブルで
の引き廻しが不要となります。

DC電源入力対応サーボアンプフレキシブル

※1： サーボアンプの定格名板に記載されているAC入力電源電圧を整流したものを、制御回路電源入力と主回路電源入力に使用できます。
　　√2×AC200V～√2×AC240V（DC283V～DC340V）
DC電源入力仕様のサーボアンプについては、営業窓口にお問い合わせください。

サーボモータ

MR-J4-B-KJ

DC電源
DC283V～340V

モータ極数とスロットの組合せの
最適化により、トルクリップルを大
幅に低減。トルクリップルの影響
を受け易い低速運転においても
滑らかに駆動し、安定性が向上
します。

〈従来サーボモータ（HF-KPシリーズ）〉 〈新型サーボモータ（HG-KRシリーズ）〉

◎ トルクリップル
当社比※

1/4

トルクリップルを低減高安定性

※400Wの場合です。

ワンタッチ
チューニング

この印刷物は、2015年3月の発行です。なお、お断りなしに仕様を変更することがありますのでご了承ください。 2015年3月作成

〒100-8310　東京都千代田区丸の内2-7-3（東京ビル）

お問い合わせは下記へどうぞ
本社機器営業部…（03）3218-6740
北海道支社………（011）212-3793
東北支社…………（022）216-4546
関越支社…………（048）600-5835
新潟支店…………（025）241-7227

神奈川支社………（045）224-2623
北陸支社…………（076）233-5502
中部支社…………（052）565-3326
豊田支店……………（0565）34-4112�
関西支社…………（06）6486-4120

中国支社…………（082）248-5445
四国支社…………（087）825-0055
九州支社……………（092）721-2251 
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